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 荒木 俊弘 麻生情報ビジネス専門学校 統轄校長代行 

 小幡 忠信 一般社団法人 Rubyビジネス推進協議会 理事長 

 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役  

 高畑 道子 一般社団法人女性と地域活性推進機構 理事 

 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 専務理事  
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■実施委員会  

◎ 原辺 隆吉 大阪情報コンピュータ専門学校 校長 

 村岡 好久 名古屋工学院専門学校 講師／一般社団法人 TokurouneMono振興協会代表理事 

 谷口 英司 日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科科長 

 荒木 俊弘 麻生情報ビジネス専門学校 統轄校長代行 

 小幡 忠信 一般社団法人 Rubyビジネス推進協議会 理事長 

 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役  

 高畑 道子 一般社団法人女性と地域活性推進機構 理事 

 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 専務理事  

 

■事業実施分科会 

◎ 岡山 保美  株式会社ユニバーサル・サポート・システムズ 取締役  

 呉本 能基 大阪情報コンピュータ専門学校 総合情報学部 学部長 

 櫻井 健一 大阪情報コンピュータ専門学校 総合情報学部 

 清水 素彦 大阪情報コンピュータ専門学校 総合情報学部 

 菅野 崇行 吉田学園情報ビジネス専門学校 情報システム学科  

 村岡 好久 名古屋工学院専門学校 講師／一般社団法人 TokurouneMono振興協会代表理事 

 谷口 英司 日本電子専門学校 情報ビジネスライセンス科科長 

 荒木 俊弘 麻生情報ビジネス専門学校 統轄校長代行 

 大礒 洋明  コーデソリューション株式会社 代表取締役 

 大園 博美 有限会社Ａｒｉｅｓ 代表 

 川端 光義  株式会社アジャイルウェア 代表取締役 

／一般社団法人 Rubyビジネス推進協議会 理事 

 石丸 博士 リバティ・フィッシュ株式会社代表取締役社長 

／一般社団法人 Rubyビジネス推進協議会 理事 

 吉岡 正勝 株式会社日本教育ネットワークコンソシアム 事業開発部マネージャー 

 

■評価委員会 

◎ 中野 秀男 帝塚山学院大学人間科学部情報メディア学科特任教授 

 高畑 道子 一般社団法人女性と地域活性推進機構 理事 

 飯塚 正成 一般社団法人全国専門学校情報教育協会 専務理事  
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